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Yamaguchi Ube City

宇部市における
ＲＰＡ実証等について

～地域活力あふれるスマート自治体へ～

宇部市総合戦略局
ＩＣＴ・地域イノベーション推進グループ

資料７
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宇部大空襲

■石炭景気によるまちの復興

1945年

■化学工業・セメント工業への転換への取組
戦災復興

公害克服への取組
産・官・学・民
宇部方式

大気汚染の克服

人心の荒廃・青少年の非行

ま ち の 緑 化 運 動

世界一ばいじんの降るまち

花いっぱい運動 街を彫刻で
飾る運動

環境美化と市民の心を豊かにするための

市民運動

グローバル500賞受賞
1997年

花壇コンクール
UBEビエンナーレ
（現代日本彫刻展）

明治～大正期

昭和期～

の精神による
まちづくり

「共存同栄」
「協同一致」

宇 部 市 の 歴 史宇 部 市 の 歴 史
～今につながる 共存同栄の精神～

石炭産業を基盤としたまちの発展
～共存同栄・協同一致によるまちの誕生

環境先進都市・緑と花と彫刻のまち・宇部市の誕生
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ＳＤＧｓ未来都市選定
（2018.6.15）

「まちづくり」と共に｢SDGs達成｣を目指す

企業

市民 大学

行政

産業力強化
イノベーション
創出のまち

生きる力を育み
子どもの未来が
輝くまち

共に創る魅力
にぎわいあふれる

まち

「人財が宝」
みんなでつくる
宇部SDGs

健幸長寿のまち

安心・安全で
快適に暮らせる

まち

宇部市ＳＤＧｓ未来都市 ２０３０年のあるべき「まち」の姿

宇部市SDGsの最大の特徴は、
持続可能な社会の実現を担う
「人財の育成」
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・デジタル社会を見据えて（「新庁舎イメージ」）
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AI基盤AI基盤

・デジタル社会を見据えた住民サービス

転入 結婚 介護

ケアマネージャ

出産・子育て

宇部市総合ポータル
（多言語対応）

宇部市総合ポータル
（多言語対応）

遠隔での
専門的相談

ニーズに合わせた
プッシュ案内通知

スマート市役所

避難情報
安否確認

総合窓口

RPAによる
処理自動化 リアルタイムの

現場状況把握

登
録

申請
届出

市民のライフイベント手続をＡＩやＩＣＴ・ＩｏＴ等を活用してデザイン
⇒ 行政窓口のデジタル化（いつでもつながるスマート市役所）

ポータルサイトで
全ての行政窓口の
オンライン化

申請
届出

審査・認定

相談対応

コンビニ

災害

手続案内
各種検診案内

ＡＩを活用した
２４時間問合対応

コンビニ交付

消防・防災
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スマート市役所

執務スペース

総合窓口 総合相談

AI（手続案内）AI（手続案内）

AI（相談記録）AI（相談記録）

電子申請（手続オンライン化）電子申請（手続オンライン化）

セルフ発行 自動入力・マイナンバー活用

証明書発行 ライフイベント手続

遠隔（WEB）相談相談受付

入力・審査等事務処理

ＲＰＡ

ＡＩ

相談対応事務処理

専門相談の事前
受付（予約）対応

遠隔対応

※ 総合支所・市民センター、地域包括支援センター、コンビニ、郵便局等

証明書セルフ発行

本庁以外の拠点から

遠隔（WEB）相談
手続・相談（福祉なんでも相談等）
ライフイベント手続

相談の事前予約

自宅や勤務先から

遠隔（WEB）相談
手続・相談（福祉なんでも相談等）
ライフイベント手続

行政事務を AI や RPA を活用してデザイン ⇒ 業務の最適化・効率化（スマート自治体）

・デジタル社会を見据えた住民サービスと執務環境
※

窓
口
を
電
子
化
し
て
も
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
電
子

化
し
な
け
れ
ば
意
味
が
無
い
。
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現状分析

○業務の現状 ※数値は調整中のため暫定値

・ライフイベント（出生など）における窓口集約に向けた検討
業務数 ４０4業務
２０１７年度 処理件数 ２４２，３５８件 総処理時間 ４４，９３４時間

手続きパターン 処理件数
１件あたり
平均対応時間（分）

・戸籍など受付から審査まで完結するもの ５４，７６６件 約２８分

・福祉サービスなど他の業務窓口に案内するもの １８，２４８件 約２７分

・手続のお知らせのみ ２，７４１件 約 ７分

・申告、納税等の相談など １０５，６４１件 約１２分

・全庁業務のＡＩ，ＩＣＴ活用に向けた検討
業務数 ２，３７１業務
業務プロセス数 １３，４９９プロセス 総処理時間 ２２４，２２２時間
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ＲＰＡ実証
※宇部市ＨＰより
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ＲＰＡ実証結果（ ＋ AI-OCR ）

（目的）定型業務などRPA適用効果の高い業務を抽出し、

業務プロセスにAI-OCR＋RPAを導入することで、どの程度作業を効率化できるのか

■RPA化（児童手当認定請求） １件あたりの処理時間比較 ※年間 約１，０００件

従
来

自
動
化
後

システム

プロセス

対応者

システム

プロセス

対応者

５，０００ 分/年

３，０００ 分/年

従来

自動化後
効率化が見込まれる
実証業務を希望抽出

分析

入力確認
システム入力
工数：5分

認定請求
受付

窓口対応 WEBシステム

職 員

職 員

計 5 分

WEBシステム

RPA

作業時間
約40%短縮

入力確認
認定請求
受付

窓口対応

約2分

計 3 分

効 果：△２，０００ 分/年

クラウドサービス

ＡＩ-ＯＣＲ
約1分
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●手書き文字データ化（AI-OCR）

実
現
イ
メ
ー
ジ

①画像抽出

山田 太郎

AI-OCR

OCRエンジン
アップロード

CSV

元PDF
フォーマット ③CSV出力

②文字変換

テキスト化

➄原本と比較して
確認 & 誤りを修正

RPA等
データ活用

④文書生成

CSV

紙
デ
ー
タ

Ｃ
Ｓ
Ｖ
デ
ー
タ

単線：５０箇所、チェックボックス：２２箇所
ボックスキャラクタ：２箇所

単線：９１％ チェックボックス：８３％
ボックスキャラクタ：９８％

１０枚
連続処理
３５０秒



12Yamaguchi Local Government Cloud Council 2018

●RPA の実証における結果（暫定速報値）※年間時間

●AI-OCR の実証における結果（暫定速報値）※1枚あたり

実証業務 ＲＰＡ前時間 ＲＰＡ後時間 削減時間（％）

児童手当認定請求書 登録業務 ８０時間 ３２時間 ４８時間 （60％）

時間外データ集計，メール送信業務 40時間 １時間 ３９時間 （97％）

子育て支援支給認定請求書 登録業務 ９３時間 ２９時間 ６４時間 （69％）

生活保護ケース記録票 登録業務 288時間 ２９時間 ２５９時間 （90％）

宛名・法人台帳 登録業務 4.3時間 1.7時間 2.6時間 （60％）

就学援助申請情報 登録業務 （実証中）

実証業務 変換時間 変換精度

児童手当・特例給付 認定請求書 平均３５秒 81.10％

ハローワーク宇部求人情報

（実証中）出生届・死亡届

就学援助申請書
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実証実験から見えてきたこと

■ 主なメリット

■ 課題

・業務の自動化による単純作業（入力作業）から地域課題解決へのシフト

・誤集計のリスク軽減による職員の精神的な負荷軽減

・業務の可視化によるＢＰＲ

・端末機の占有

・野良ロボット化の恐れ（ロボットの管理、俗人化）

・ファイル名などの管理運用方法のルール化が必要

・機械判読しやすい帳票設計（枠の大きさ、「かな」なのか「カタカナ」など）
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今後の計画

・庁内業務の選定

・製品導入コスト（価格、サービス提供方法の差）と効果の精査

・管理運用体制の確立

※業務分析（数値は調整中のため暫定値）より一部抜粋

現在分析中のＲＰＡ適用可能と推定される６１２業務において、
定型かつ、ＰＣ利用、システム利用などＲＰＡ適合度が高いと思われる業務２７２業務（１７，８５７時間）
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最後に

「少子化」による

「急速な人口減少」と「高齢化」という「未曾有の危機」

職員の事務を
紙処理からAIやRPAなどのICTを活用したデジタル処理へ移行させること

によって余力をつくり、地域課題解決へシフト させる。

産業や地域づくりなど様々な分野での
「Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０」の積極的な推進により

社会的課題の解決と地域経済の更なる発展につなげる。

10年前に、現在を正確には予想できなかったように、
10年後も正確には予想できないが、デジタル化は確実に進む。

行政活動だけでなく、
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ご清聴ありがとうございました。

宇部市総合戦略局
ＩＣＴ・地域イノベーション推進グループ
サブリーダー 西村 宜三


